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なる確率分布にしたがう波形の場合で，その自己相関関数は
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　また，たとえば，高さ＋x，－xの2値をとりえて，＋xから一xの値をとるとき0点との
交さがボアソン分布にしたがう，すなわちポアソン短形波の場合にも同形となる。この場合に
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の定数を固定した場合についての傾向図をそれぞれ図1，皿，皿に示した。
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　結　　　　　言
　信号，雑音がともにエルゴード性をもち互いに統計的に独立な場合，無限メモリーを持つ集
中定数系最適予測フィルタが，雑音により振幅変調された入力形に対して，結局（53）式の積
分方程式の解として得られることを示した。信号，雑音が（54），（55）式に従う自己相関関数
を仮定した場合，最適予測フィルタは伝達関数の形で（69）式によって得られることを示した。
　最後に例題として（71）の仮定のもとでの解を求め，その最小自乗平均誤差の評価を論じた。
その結果，カラード・ノイズの統計的性質，いいかえれば相関関数に含まれるパラメータb，（b、
が大きくなればなる程，実は白色雑音に近づくと考えられる），N，（ノイズのパワーに相当す
るものと考えられる），そして予測時間Tに対して，それらを可変にした場合，上述の予測が
どの程度まで可能かの理論的めやすがたてられた。
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